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前  奏 黙想 

讃 美 歌  25 よをもる月に 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書  ホセア書 6:5~6 

      使徒言行録 2:36~38 

讃 美 歌  356 わがきみイエスよ 

説  教 『 聖霊に心打たれたなら 』 

祈  禱 

讃 美 歌  532 ひとたびは死にし身も 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 541 父、み子、みたまの 

祝  禱   後  奏        

聖霊が降臨し、居合わせた人々は混沌に陥った(使徒 2:12~13)。ペトロが使徒らと立ち上がり、大

声で説教し始めた様子(2:14)を思い描くと、その場の騒然とした雰囲気が分る。そりゃそうだろう。

世界中の多様な言語が(2:9~11)、あるいはまた陶酔的な異言(2:13)が一斉に飛び交っていたのだから。 

ペトロも聖霊をたっぷり受けたが、不可思議な異言(帰郷者にとっては母語)ではなく、イエスや民

衆が日常的に使っていたアラム語で、堂々と力強く語った。ヨエルの預言まで綿密に引用し(2:17~21)、

ガリラヤの素朴な漁師だったとはとても思えない変貌ぶりだ。ひとくちに聖霊が注がれた「徴」とす

るが、異言もあれば、その異言を解することもあり、通常の言葉でなされる預言もまたその徴だ。 

パウロはコリントの教会にこう書き送っている。「ある人には預言する力～ある人には種々の異言を

語る力、ある人には異言を解釈する力が与えられている。これらすべてのことは、同じ唯一の“霊”

の働きであって、“霊”は望むままに、それを一人に一人に分け与えくださる(Ⅰｺﾘﾝﾄ 12:10~11)」。初

代教会には、異言を語る者が少なからずいたようだが、誰にも理解しうる預言が重んじられた(14:5)。 

ペトロは聴衆の一人ひとりを見つめ、聖霊によってくり返し呼びかけた。「ユダヤの方々、またエル

サレムに住むすべての人たち(2:14)」、「イスラエルの人たち(2:22)」、「兄弟たち(2:29)」という具合に。

聴衆の一人としてこれを聞くと、聖霊が私にググッと迫って来る。『世話情浮名横櫛』で与三郎がお富

に「御新造さんへ、おかみさんへ、お富さんへ、いやさお富、久しぶりだなぁっ」といった具合にズ

ズズィッと迫る感じか。もう片隅の一人ではいられない。預言が私という一点に集中して来るから。 

ペトロは、耳に痛いことを堂々と言う。「だから、イスラエルの全家は、はっきり知らなくてはなら

ない。あなたがたが十字架につけて殺したイエスを、神は主とし、またメシアとなさったのだ(2:36)」。

そこに居合わせた人々は、あの時「十字架につけろ(ﾙｶ 23:21)」と叫んだ者ではない。しかし「あなた

がたが十字架につけたのだ」と。側近でありながら三度イエスを知らないと否んだペトロ自身も含め

た「あなたがた」だ。ということは、今ここにいる私たちも「あなたがた」の一人に違いない。 

「人々はこれを聞いて大いに心を打たれた(使徒 2:37)」。「あなたが殺した」と指差されながらも拒

絶せず、「大いに心打たれた」。心打たれることもまた聖霊の業ではないのか。「わたしは彼らを預言者

たちによって切り倒し、わたしの口の言葉をもって滅ぼす。わたしの行う裁きは光のように現われる。

わたしが喜ぶのは愛であっていけにえではなく、神を知ること(ﾎｾｱ 6:5~6)」。「わたし(神)の口の言葉」

は聖霊によって私たちの現実に現れ、その言葉に私たちは「心打たれる(使徒 2:37)」。そして私たちの

罪と死は滅ぼされる(ﾎｾｱ 6:5)。聖霊の言葉に心打たれた者には、キリストによる命の扉が開かれる。 

「ペトロは彼らに言った。〔悔い改めなさい。めいめい、イエス・キリストの名によって洗礼を受け、

罪を赦していただきなさい〕(使徒 2:38)」。この私のまま救われるが、罪に汚れたままではない。洗礼

は聖霊による清めだ。人間の限界は死だが(2:29)、神は無から命を生じさせる(2:32)。洗礼は人間の信

じる能力では実現しない。信じさせて下さる神の愛によって(ﾎｾｱ 6:6)、無から生じる決定的な恵み。 

洗礼は当人の決意を前提にして執行される だが洗礼準備を通してそれが聖霊の業である事を知る 

洗礼は罪に汚れた者の清め その自覚なき者には無用な儀式 聖餐式もまた罪人がそれをいただく 

本日礼拝後に役員会。6/7(水)1:00～3:00 教会カフェ。6/10(土)1:30～3:00 聖書研究会(集会所)。

山梨 YMCAでの聖書研究会は 6/19(月)10:00～11:30。牧師の動き:6/7(水)YMCAで聖書のおはなし。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳教会」で検索して下さい。 


